
1. 可溶化カロテノイドが腸管細胞へどれくらい吸収されるかを調べる。

Caco-2

脂溶性機能成分の可溶化と腸管吸収
－機能性カロテノイドの吸収促進－

機能性

技術の特徴
脂溶性機能成分の様々な機能性が培養細胞や動物実験にて示されているが、ヒトでは摂取した
機能成分を腸管から吸収し、組織に運ばれてはじめてその機能発現が可能となる。しかし、脂溶
性栄養・機能成分は水に分散し難く、腸管吸収されにくいため、脂溶性成分の機能発現向上を
目的として吸収を高める（生体利用性を高める）方法の開発とそのメカニズムを解明する。
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研究の内容
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ヒト腸管細胞モデルCaco-2による吸収（取込みと透過）試験

混合ミセル
モデルの調製

吸収促進効果を調べたい成分

タウロコレート
モノアシルグリセロール
脂肪酸
(コレステロール)

カロテノイド

●リン脂質
Lysophosphatidylcholine (LysoPC)

●リゾグリセロ糖脂質
Monogalactosylmonoacylglycerol (MGMG)

Digalactosylmonoacylglycerol (DGMG)

Sulfoquinovosylmonoacylglycerol (SQMG)
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細胞間接着がリゾ脂質の吸収促進効果発揮に
●関係しているなら、効果は出ない（少ない）はず
●関係無いなら、効果は出るはず。

今後の展開 吸収機構の解明と吸収
促進剤、加工法、食べ合わせの開発
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① ABCA1，apo B発現（16時間～後)を高めて
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吸収試験の
効果と一致せず

細胞膜透過性はメカニズムに関係していない

腸管管腔側

結果

可能なメ
カニズム
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浮遊状態（トリプシン処理後） 接着状態
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細胞間接着性

1日 3日 5日
（表示培養日数の細胞で試験）

Ralston E et al. Biochim Biophys Acta 597, 543-551 (1980)
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ミセル

細胞の培養日数に伴い細胞間接着が形成、
発達するとリゾ脂質素材の促進効果が出現
する。異なるアルファベットは有意差あり（p＜0.05）

コレステロール
が放出されて
細胞間透過性
が上昇
取込量増加

対照

分泌リンパ 分泌リンパ

今回紹介する部分

リゾ脂質の取込み増加効果発現に細胞間接着性（結合）が関与していた
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こちらのルート
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